
輸血による肝炎ウイルス等への感染が疑われた場合の対応について 

 

 

薬食安発 0302 第 1 号、薬食血発 0302 第 1 号｢輸血による肝炎ウイルス 

等への感染が疑われた場合の対応についてのお願い｣が、厚生労働省医薬食 

品局安全対策課長、同血液対策課長より各都道府県、政令市、特別区衛生 

主管部(局)長あてに平成 23 年 3 月 2 日付で発出されました。 

当該通知文と輸血後 HCV 感染事例(2010 年)の経緯説明図(日本赤十字社 

血液事業本部作成)を掲載しました。 

 





輸血後HCV感染事例（2010年）の経緯
※症例1.（患者A）の輸血感染疑い症例の日本赤十字社への報告が遅れたことから、症例2.（患者B）の輸血感染が防ぎ得なかった可能性がある事例

輸血感染症疑い症例として日赤へ報告
（2010年10月25日）

献血者血液
2006年11月24日採血
その後の献血歴ナシ

日赤調査
：保管検体個別HCV-NAT陽性

症例１．自発報告（発端）

年

担 当 医 が カ ル テ 調 査
輸 血 歴 が 判 明

患 A病院A科
A病院B科 A病院 A病院C科

2007年1月
定期受診（肝機能障害）
→薬剤性（疑）診断

2007年7月26日
HCVAb陽性

2010年10月
HCV-RNA陽性

2006年10月
救急外来受診

2006年12月2日
赤血球製剤輸血（B病院）

患
者
A //

問題点：
この2007年7月時点で、日本赤十字社に情報提供されていたならば

病院 科

赤血球製剤輸血（B病院）

輸血感染症疑い症例として日赤へ報告
新鮮凍結血漿の貯留保管 2007年7月31日

この2007年7月時点で、日本赤十字社に情報提供されていたならば
同時製造製品は使用されなかった可能性が高い。

2007年8月22日
新鮮凍結血漿の輸血

症例２．
献血後情報（追跡調査）

（2010年11月29日）
新鮮凍結血漿の貯留保管
2006/11/24‐2007/5/23

2007年7月31日
新鮮凍結血漿の供給

新鮮凍結血漿の輸血

患
者
B // 2010年11月

HCV-RNA陽性

日赤より情報提供（2010年11月１日）

日本赤十字社 血液事業本部作成
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